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要約：医療系大学 1 年生を対象とした実習型の講義「医療情報処理」が，個人 PC を用いた BYOD (Bring 
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Abstract: The workshop-type “Medical Informatics” classes were held with first-year dental students under BYOD 
(Bring Your Own Device) in the first semesters of 2017 and 2018. The classes were composed of two phases with 
personal exercises and group exercises. The group exercises aimed to provide opportunities for students to learn 
étiquette and communication skills. Under the BYOD environment, there were still some problems according to 
differences in the PC environment and individual ability. This research shows that it is possible to solve those issues 
with group learning.  
































        


















（4）ワープロ実習（2 回）[5, 6] 
（5）表計算実習（2 回）[7, 8] 
（6）プレゼンテーションソフト（2 回）[9, 10] 










3. BYOD 環境の課題 
3.1 Wi-Fi 環境についての課題 
本授業は，図 1 に示す環境に受講者全員が個人














3.2 PC 環境についての課題 














































































最終成績は 100 点満点で評価し，そのうち 90%
を最終レポートの点数，10%を各回のレポートの
平均点で評価した。図 3 と図 4 に示すように出席
率との間には，2017 年度は 0.562 でやや相関あり，















(On Job Training) 方式 5) を採用した。 










































 表 1 電子メールの利用マナーの評価 




A 13 8 44 46 42 38 40 36 43 29 31 
B 32 33 10 6 5 6 11 4 0 4 3 
C 16 16 3 0 4 1 0 4 2 0 1 
X 7 3 4 8 0 1 1 3 0 0 0 
df - 124.910 100.600 117.860 107.870 94.730 95.302 86.764 68.209 56.142 65.956 




A 31 30 42 37 43 46 37 28 33 59 36 
B 9 9 6 9 4 1 1 2 9 0 4 
C 16 1 2 1 0 0 0 0 0 0 1 
X 3 0 3 1 0 1 0 0 1 0 0 
 df - 94.740 88.440 99.854 79.209 86.029 83.977 46.911 68.874 42 40 
 p-value - 0.001 0.762 0.882 0.049 0.441 0.686 0.453 0.039 0.001 0.023 
5. 電子メールの利用マナー 
本授業の受講者について，スマートフォンの普
及率は 100%であった。また，総務省調査報告 6) に
















レスを CC に追加することである。 







表 1 に，2017 年度および 2018 年度の電子メー
ルの利用マナーの評価結果を示す。2017 年度は，
[2] から [8] までが個人課題，[9] から [12] まで
はグループ課題である。2018 年度は，[2] から [9] 
までが個人課題，[10] から [12] までがグループ
課題である。図 5 と図 6 は，2017 年度と 2018 年
度の評価結果の割合の推移である。いずれも，回
を重ねると評価結果は改善される。[3] または [4] 
までに評価 A が 7 割を超え，2017 年度は [10] で
95.6%，2018 年度は [11] で 100% に到達する。 
本評価結果は未提出者を含むことから対応がな
く，正規性および等分散性も保証できないため，





 5.2 グループ学習の効果 
ある課題の評価結果と前回の評価結果の傾向
に違いがないという帰無仮説に対して，授業開始
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